


















































































































































































































































































































































































































































































































































ｌ０００Ｑ－１０００Ｑｔﾙー (m､） (13）6ODU ６０bノ
Ｑ：流量（1/m、）Ｕ：流速（cｍ/sec）
ｂ：流れ巾（c、）Ｊ：リード線間隔（c、）
/：リード線間に水溶液の到達する時間差（sec）
測定結果の一例を示すのが第12,13図である。図より流量が増加すれば水膜厚も増加するが，流量
201/mｉｎの流れで２－６％の勾配ならば0.8ｍｍ以下であり，２－８％の勾配でも0.7ｍｍ以下であ
ったことや，平坦地におけるアスファルト舗装上に激しい降雨があった場合の水膜厚でも，排水が十
分なときは２ｍｍ以下といわれているところからして，坂道における水膜は勾配が急になる程一定
流量に対しては薄くなり，巾員３ｍ程度の道路に２０１/mｉｎ程の水を流しても１ｍｍ以下の値しか
－２９－
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0.25ｂ ｏ－－ｏ坂上．噴射位値 ●－－●中央
５１０1５ ２０Ｄ
流量（I/ｍin）
５１０１５２０
流量（I/ｍin）
第12図勾配２－６％における流量と水膜厚 第13図勾配２－８％における流量と水膜厚
示さないようであり，舗装の仕上げが良ければ水はねの問題はあまり心配ないと考えていいようであ
る。
6．融雪水の温度変化
外気温によって噴水時十数度あった水温が流下するに従って水温を失い融雪能力が低下するが，坂
道の場合，坂上から流れてきた水が途中で
噴水する水に影響を及ぼす。しかし，これ
ら温度の変化に関する理論的考察は現在解 ノズル放射式キャップ式折中であるが，ここでは実測結果について勾配0－６２－８
流量３．０１/ｍiｎ２．５１/nh口のみ述べる。 天気雪雪
気温0.2°Ｃ0.8°Ｃ実験装置は第３図に示す水槽の水が16°Ｃ 積雪微量なし
程度となるようヒーターによって調節し， １５
噴水時の温度力ｘ１４±1°Ｃ程度となるよう
にし，温度変化の測定はサーミスターを写
真１，２に示すように配置して表面水の温ＳＩＯ
。
、.’度が計測できるようlこしたものである。そ 関
浸の結果の一例ｶﾇ第14図である。図より，気 ５
温0.2°Ｃのときの頂Ｉ定では１５分経過後，
噴水が６ｍ地点に到達しても１０°Ｃ以上
を示し，散水によって路面の温度がかなり
上昇することから，融雪だけでなく凍結作
用にもかなり有効と考えられる。
２４６８１０１２３４５
ﾉｽﾞﾙＷ距離ﾉｽﾞﾙ締の距離
第14図融雪水の温度変化
－３０－
珈場・大深：地下水を利用した融雪に関する研究 3１
7．むすび
以上，坂道に融雪パイプを配置した場合の各地点における損失水頭の算定式，および路面を流れる
流水の方向と最大勾配を求める式を導き，実測値とよく一致することを確認し，平坦地ばかりでなく
坂道においても，地下水による融雪装置は水膜厚や温度変化の状態から有効であることを示したが，
これらが今後坂道における融雪装置を計画する上に役立つものと確信する。本実験の一部は金沢市の
依託試験により行なわれたものであり，実験に当って当時学生であった山本工業の山本利丸君，西村
組の橋本司郎君，石川県庁の山下武秋君，佐藤工業の野口実君および日立化成の方々に多大なる御助
力を賜りましたことを感謝致します。
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